
加盟校の幸福度ランキングアップ 《茶室編》

［同志社大学］

塚越 一彦　同志社大学理工学部教授

幕末からの京都の歴史を知る茶室「寒梅軒」
―同志社大学茶道部創部90周年へとつづく―

1   

キ
ャ
ン
パ
ス
に
馴
染
む
茶
室

２
０
２
５
年
に
同
志
社
は
創
立
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
。
１
８
７
６（
明
治

９
）年
、同
志
社
英
学
校
が
仮
校
舎
か

ら
移
転
し
て
き
た
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
、歴
史
と
伝
統
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

室
町
時
代
に
は
三
代
将
軍
足
利
義
満

が
開
い
た
京
都
五
山
の
一
つ
相
国
寺
の

塔
頭（
鹿
苑
院
な
ど
）が
あ
っ
た
。
ま
た

江
戸
時
代
末
に
は
薩
摩
藩
二
本
松
屋

敷
が
存
在
し
、ま
さ
に
古
都
、京
都
を

象
徴
す
る
場
所
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
。

現
在
、同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
、彰
栄
館
、礼
拝
堂
、ハ
リ
ス

理
化
学
館
、ク
ラ
ー
ク
記
念
館
、有
終

館
の
５
つ
の
煉
瓦
造
り
の
重
要
文
化
財

が
建
ち
並
ぶ
。京
都
で
有
数
の
歴
史
的

景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

今
出
川
通
り
沿
い
に
あ
る
正
門
か
ら

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
る
と
、右
手
に
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
が
見
え
て

く
る
。
そ
の
先
、ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
北
側
に
茶
室「
寒
梅
軒
」が
あ

る
。
先
の
５
つ
の
重
要
文
化
財
も
含
め
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
の
多
く

は
赤
煉
瓦
を
基
調
と
し
た
外
観
で
、洋
風
の
雰
囲
気
で
あ
る
。そ
の
中

に
あ
り
な
が
ら
、「
寒
梅
軒
」は
不
思
議
と
違
和
感
を
抱
か
せ
な
い
。

2 

「
寒
梅
軒
」幕
末
か
ら
の
歩
み

幕
末
の
頃
、
二
条
斉
敬
公
が
関
白
と
な
っ
た
と
き
に
、そ
れ
を
祝
っ

て
叔
父
の
水
戸
烈
公
こ
と
徳
川
斉
昭
が
殿
舎
を
今
出
川
通
寺
町
西
入

（
現
在
の
同
志
社
女
子
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
場
所
）
に
新
築

し
た
。
こ
の
と
き
廊
下
の
端
に
建
て
ら
れ
た
の
が
「
寒
梅
軒
」
で
あ
る
。

１
９
５
４（
昭
和
29
）年
、同
志
社
女
子
大
学
の
校
舎
増
築
の
た
め

同
志
社
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
さ
れ
た
折
、裏
千
家
14
代
淡
々
斎

宗
匠
に
よって
、同
志
社
英
学
校
創
立
者
新
島
襄
の
漢
詩
か
ら「
寒
梅

軒
」と
命
名
さ
れ
た
。１
９
６
８（
昭
和
43
）年
に
は
、大
学
図
書
館
新

設
の
た
め
、現
在
の
場
所
で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
北
側
に
移
築
。そ

の
折
に
茶
室
と
水
屋
に
加
え
て
、広
間
の
増
築
が
行
わ
れ
た
。

3  「
寒
梅
軒
」の
佇
ま
い

茶
室
の
前
に
は
苔
む
し
た
露
地
が
あ
る
。
楓
や
椿
が
季
節
を
教
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え
て
く
れ
る
。
向
か
っ
て
左
手
か
ら
、
茶
室
、
水
屋
、
広
間
に
な
る
。

水
屋
の
円
窓
の
障
子
に
、
庭
の
木
々
の
葉
影
が
う
つ
り
、
蹲
踞
の
水

が
苔
の
緑
に
映
え
る
。

広
間
は
時
に
、
待
合
に
使
わ
れ
る
。
茶
室
へ
は
、
一
旦
広
間
か

ら
露
地
に
出
て
、
向
か
っ
て
左
手
側
の
貴
人
口
か
ら
入
る
。
茶
室
は
、

４
畳
半
で
、
中
央
の
半
畳
に
炉
が
切
っ
て
あ
る
。
貴
人
口
か
ら
、
左

手
に
床
の
間
と
床
脇
が
あ
り
、
右
手
奥
が
茶
道
口
に
な
っ
て
い
る
。

茶
室
の
南
側
の
障
子
が
露
地
に
面
し
て
い
る
。
障
子
に
映
る
葉
影
や

日
差
し
の
強
さ
、
優
し
さ
が
、
茶
室
を
自
然
と
の
融
和
へ
と
導
く
。

4  

同
志
社
大
学
茶
道
部
の
活
動

「
寒
梅
軒
」を
拠
点
と
す
る
同
志
社
大
学
茶
道
部
の
活
動
を
紹
介

す
る
。
茶
道
と
同
志
社
の
関
わ
り
は
極
め
て
古
く
、新
島
襄
の
妻
八
重

夫
人
が
裏
千
家
13
代
家
元
円
能
斎
宗
匠
に
入
門
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

１
９
３
６（
昭
和
11
）年
、
14
代
家
元
淡
々
斎
宗
匠
を
中
心
と
し
て
、

同
志
社
の
予
科
の
教
員
と
学
生
が
集
ま
り
「
同
風
会
」
が
発
足
し
た
。

茶
道
を
通
じ
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
こ
の
集
い
か
ら
、
同
志
社
大
学

茶
道
部
が
産
声
を
上
げ
た
。
や
が
て
日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、

茶
道
部
は
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
後
は
、
15
代
家
元
鵬

雲
斎
宗
匠
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
飛
躍
的
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

現
在
、
部
員
は
約
40
名
、
ほ
ぼ
毎
日
、「
寒
梅
軒
」
に
は
釜
が
掛

か
り
、
学
生
た
ち
が
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
今
年
８
月
に
は
、
京

都
の
地
を
離
れ
て
名
古
屋
市
（「
御
懐
石
志
ら
玉
」）
で
特
別
茶
会

が
、
10
月
に
は
京
都
市
北
区
眞
如
寺
で
同
志
社
茶
会
が
開
か
れ
た
。

そ
の
他
に
も
京
都
の
い
ろ
い
ろ
な
茶
室
を
借
り
て
、
一
回
生
茶
会
、

二
回
生
茶
会
が
開
催
さ
れ
、「
寒
梅
軒
」
で
は
初
釜
、
七
夕
茶
会
、

Ｅ
Ｖ
Ｅ
茶
会
（
学
園
祭
茶
会
）
等
が
催
さ
れ
る
。

ま
た
、
千
玄
室
大
宗
匠
（
15
代
家
元
鵬
雲
斎
宗
匠
）
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
受
け
て
、
ハ
ワ
イ
大
学
茶
道
部
と
の
交
流
も
長
く
、
何
度

も
同
志
社
大
学
茶
道
部
の
部
員
が
ハ
ワ
イ
大
学
を
訪
れ
て
お
り
、
昨

年
は
ハ
ワ
イ
大
学
の
茶
道
部
員
が
、
同
志
社
大
学
を
訪
れ
た
。「
寒

梅
軒
」
で
の
一
服
の
お
茶
が
、
学
生
の
国
際
交
流
の
和
を
結
ん
だ
。

幕
末
か
ら
の
京
都
を
知
る
茶

室
「
寒
梅
軒
」
の
歴
史
は
、
今
、

同
志
社
大
学
茶
道
部
創
部
90
周

年
（
２
０
２
６
年
）
へ
と
つ
づ

い
て
い
る
。

参
考
資
料
：
同
志
社
大
学
茶
道
部

公
式
Ｈ
Ｐ
「
関
守
石
」（https://

d
o
ch

a
d
o

7.w
ixsite.co

m
/

dochado7

）

寒梅軒

と
こ
わ
き

つ
く
ば
い
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え
て
く
れ
る
。
向
か
っ
て
左
手
か
ら
、
茶
室
、
水
屋
、
広
間
に
な
る
。

水
屋
の
円
窓
の
障
子
に
、
庭
の
木
々
の
葉
影
が
う
つ
り
、
蹲
踞
の
水

が
苔
の
緑
に
映
え
る
。

広
間
は
時
に
、
待
合
に
使
わ
れ
る
。
茶
室
へ
は
、
一
旦
広
間
か

ら
露
地
に
出
て
、
向
か
っ
て
左
手
側
の
貴
人
口
か
ら
入
る
。
茶
室
は
、

４
畳
半
で
、
中
央
の
半
畳
に
炉
が
切
っ
て
あ
る
。
貴
人
口
か
ら
、
左

手
に
床
の
間
と
床
脇
が
あ
り
、
右
手
奥
が
茶
道
口
に
な
っ
て
い
る
。

茶
室
の
南
側
の
障
子
が
露
地
に
面
し
て
い
る
。
障
子
に
映
る
葉
影
や

日
差
し
の
強
さ
、
優
し
さ
が
、
茶
室
を
自
然
と
の
融
和
へ
と
導
く
。

4  

同
志
社
大
学
茶
道
部
の
活
動

「
寒
梅
軒
」を
拠
点
と
す
る
同
志
社
大
学
茶
道
部
の
活
動
を
紹
介

す
る
。
茶
道
と
同
志
社
の
関
わ
り
は
極
め
て
古
く
、新
島
襄
の
妻
八
重

夫
人
が
裏
千
家
13
代
家
元
円
能
斎
宗
匠
に
入
門
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

１
９
３
６（
昭
和
11
）年
、
14
代
家
元
淡
々
斎
宗
匠
を
中
心
と
し
て
、

同
志
社
の
予
科
の
教
員
と
学
生
が
集
ま
り
「
同
風
会
」
が
発
足
し
た
。

茶
道
を
通
じ
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
こ
の
集
い
か
ら
、
同
志
社
大
学

茶
道
部
が
産
声
を
上
げ
た
。
や
が
て
日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、

茶
道
部
は
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
後
は
、
15
代
家
元
鵬

雲
斎
宗
匠
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
飛
躍
的
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

現
在
、
部
員
は
約
40
名
、
ほ
ぼ
毎
日
、「
寒
梅
軒
」
に
は
釜
が
掛

か
り
、
学
生
た
ち
が
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
今
年
８
月
に
は
、
京

都
の
地
を
離
れ
て
名
古
屋
市
（「
御
懐
石
志
ら
玉
」）
で
特
別
茶
会

が
、
10
月
に
は
京
都
市
北
区
眞
如
寺
で
同
志
社
茶
会
が
開
か
れ
た
。

そ
の
他
に
も
京
都
の
い
ろ
い
ろ
な
茶
室
を
借
り
て
、
一
回
生
茶
会
、

二
回
生
茶
会
が
開
催
さ
れ
、「
寒
梅
軒
」
で
は
初
釜
、
七
夕
茶
会
、

Ｅ
Ｖ
Ｅ
茶
会
（
学
園
祭
茶
会
）
等
が
催
さ
れ
る
。

ま
た
、
千
玄
室
大
宗
匠
（
15
代
家
元
鵬
雲
斎
宗
匠
）
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
受
け
て
、
ハ
ワ
イ
大
学
茶
道
部
と
の
交
流
も
長
く
、
何
度

も
同
志
社
大
学
茶
道
部
の
部
員
が
ハ
ワ
イ
大
学
を
訪
れ
て
お
り
、
昨

年
は
ハ
ワ
イ
大
学
の
茶
道
部
員
が
、
同
志
社
大
学
を
訪
れ
た
。「
寒

梅
軒
」
で
の
一
服
の
お
茶
が
、
学
生
の
国
際
交
流
の
和
を
結
ん
だ
。

幕
末
か
ら
の
京
都
を
知
る
茶

室
「
寒
梅
軒
」
の
歴
史
は
、
今
、

同
志
社
大
学
茶
道
部
創
部
90
周

年
（
２
０
２
６
年
）
へ
と
つ
づ

い
て
い
る
。

参
考
資
料
：
同
志
社
大
学
茶
道
部

公
式
Ｈ
Ｐ
「
関
守
石
」（https://

d
o
ch

a
d
o

7.w
ixsite.co

m
/

dochado7
）

寒梅軒

と
こ
わ
き

つ
く
ば
い
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《茶室編》

［駒澤大学］

小川 隆　駒澤大学禅研究所所長・総合教育研究部教授

「而
に

今
こん

庵」―いま、この時の茶―

「
茶
湯
は
禅
宗
よ
り
出
で
た
る
に

よ
り
て
、
僧
の
行
い
を
専
ら
に
す
。

珠
光
、
紹
鷗
、
悉
く
禅
宗
な
り
」（『
山

上
宗
二
記
』）。

利
休
の
弟
子
、
宗
二
が
こ
う
記
す

よ
う
に
、
茶
の
道
は
古
く
か
ら
禅
と

結
び
つ
け
て
修
め
ら
れ
て
き
た
。
禅

宗
の
一
派
、
曹
洞
宗
の
創
立
に
か
か

る
駒
澤
大
学
に
、
長
い
伝
統
を
誇
る

茶
道
部
と
由
緒
あ
る
茶
室
が
あ
る
の

も
、
ご
く
自
然
な
こ
と
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

駒
澤
大
学
の
深
沢
校
舎
に
「
而
今

庵
」
と
い
う
茶
室
が
あ
る
。
も
と
は

１
９
５
７
年
、
日
本
橋
三
越
の
な
か

に「
樹
庵
」と
い
う
名
で
造
ら
れ
た
も

の
で
、
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
各

種
各
様
の
銘
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

た
点
が
特
徴
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
、
１
９
９
９
年
、
駒
澤
大
学
に
譲

渡
さ
れ
て
現
在
の
場
所
に
移
築
さ
れ
、
当
時
の
松
田
文
雄
総
長
に

よ
っ
て
、
あ
ら
た
に
「
而
今
庵
」
と
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
而
今
」
は
「
現
在
、
た
だ
今
」
の
意
の
近
世
の
中
国
語
で
、「
如

今
」
と
も
い
う
。
も
と
は
ご
く
ふ
つ
う
の
中
国
語
で
あ
っ
た
が
、
道

元
が
こ
の
語
に
独
自
の
哲
学
を
読
み
込
ん
だ
こ
と
で
、「
而
今
」
は

禅
の
こ
と
ば
と
な
っ
た
。

道
元
は
言
う
。「
こ
の
時
節
、
か
つ
て
さ
き
に
あ
ら
ず
、
さ
ら
に

の
ち
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
而
今
の
み
に
あ
る
な
り
」（『
正
法

眼
蔵
』
看
経
）。
真
実
は
、
過
去
で
も
な
く
、
未
来
で
も
な
く
、
常

に
、
た
だ
、
現
在
の
一
点
に
の
み
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
く
、「
而

今
を
自
惜
し
て
、
我
身
を
古
仏
心
な
ら
し
め
ざ
る
こ
と
な
か
れ
」

（
同
・
古
仏
心
）。
過
去
の
延
長
で
も
な
く
、
未
来
の
前
段
で
も
な

い
、
今
、
こ
の
一
刹
那
に
生
き
て
在
る
自
己
、
そ
れ
を
よ
く
護
惜

し
て
、
我
が
身
が
常
に
古
仏
の
心
そ
の
ま
ま
で
あ
り
つ
づ
け
る
よ

う
に
せ
よ
。

こ
れ
ら
の
語
の
背
後
に
は
、
道
は
恒
常
不
変
の
実
体
と
し
て
存

在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
今
、
こ
の
場
の
履
践
に
よ
っ
て
、
一
瞬

一
瞬
、
不
断
に
実
現
さ
れ
つ
づ
け
て
ゆ
く
も
の
だ
と
す
る
考
え
が

あ
る
。
だ
が
、
そ
こ
で
踏
み
行
わ
れ
る
べ
き
道
は
、
決
し
て
特
殊

な
難
行
苦
行
の
類
で
は
な
い
。
日
常
茶
飯
の
営
み
、
そ
れ
を
「
古

し
ゅ
こ
う

に 

こ
ん

こ 

ぶ
つ 

し
ん

り 

せ
ん

ご
し
ゃ
く

じ
ょ
う
お
う

98

仏
の
心
」
の
営
み
と
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
心
を
こ
め
て
行
う
の
で

あ
る
。
道
元
は
言
う
。「
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
屋
裡
に
は
、
茶
飯
こ

れ
家
常
な
り
。
こ
の
茶
飯
の
儀
、
ひ
さ
し
く
つ
た
は
れ
て
而
今
の

現
成
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
仏
祖
茶
飯
の
活
計
き
た
れ
る
な
り
」

（
同
・
家
常
）。
日
常
茶
飯
の
営
み
、
そ
れ
は
は
る
か
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
仏
祖
の
道
が
、
た
だ
今
、
こ
の
瞬
間
、
活
き
た
は

た
ら
き
と
し
て
こ
の
場
に
実
現
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
だ
、
と
。

深
沢
校
舎
に
は
庭
園
を
そ
な
え
た
日
本
館
が
あ
り
、
そ
の
な
か

に
も
茶
室
が
あ
る
。
ふ
だ
ん
茶
道
部
の
稽
古
に
使
っ
て
い
る
の
は

そ
ち
ら
だ
が
、
そ
こ
で
行
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
、
こ
の

「
而
今
の
現
成
」
と
し
て
の
茶
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
駒
澤
大
学
の
茶

道
部
は
折
々
に
参
禅
部
と
合
同
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
学
内
外

の
研
修
や
国
際
交
流
の
催
し
で
も
、
し
ば
し
ば
、
坐
禅
体
験
と
茶

道
体
験
と
が
一
組
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。「
仏

祖
茶
飯
の
活
計
」
は
、
今
日
も
、
駒
澤
大
学
の
奥
深
く
で
、
静
か

に
、
し
か
し
途
切
れ
る
こ
と
な
く
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「而今庵」内部

「而今庵」内部

「而今庵」外観

ぶ
っ 

そ

か
じ
ょ
う

か
っ
け
い

げ
ん
じ
ょ
う

お
く 

り

さ 

は
ん
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仏
の
心
」
の
営
み
と
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
心
を
こ
め
て
行
う
の
で

あ
る
。
道
元
は
言
う
。「
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
屋
裡
に
は
、
茶
飯
こ

れ
家
常
な
り
。
こ
の
茶
飯
の
儀
、
ひ
さ
し
く
つ
た
は
れ
て
而
今
の

現
成
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
仏
祖
茶
飯
の
活
計
き
た
れ
る
な
り
」

（
同
・
家
常
）。
日
常
茶
飯
の
営
み
、
そ
れ
は
は
る
か
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
仏
祖
の
道
が
、
た
だ
今
、
こ
の
瞬
間
、
活
き
た
は

た
ら
き
と
し
て
こ
の
場
に
実
現
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
だ
、
と
。

深
沢
校
舎
に
は
庭
園
を
そ
な
え
た
日
本
館
が
あ
り
、
そ
の
な
か

に
も
茶
室
が
あ
る
。
ふ
だ
ん
茶
道
部
の
稽
古
に
使
っ
て
い
る
の
は

そ
ち
ら
だ
が
、
そ
こ
で
行
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
、
こ
の

「
而
今
の
現
成
」
と
し
て
の
茶
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
駒
澤
大
学
の
茶

道
部
は
折
々
に
参
禅
部
と
合
同
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
学
内
外

の
研
修
や
国
際
交
流
の
催
し
で
も
、
し
ば
し
ば
、
坐
禅
体
験
と
茶

道
体
験
と
が
一
組
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。「
仏

祖
茶
飯
の
活
計
」
は
、
今
日
も
、
駒
澤
大
学
の
奥
深
く
で
、
静
か

に
、
し
か
し
途
切
れ
る
こ
と
な
く
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「而今庵」内部

「而今庵」内部

「而今庵」外観

ぶ
っ 

そ

か
じ
ょ
う

か
っ
け
い

げ
ん
じ
ょ
う

お
く 

り

さ 

は
ん

99



加盟校の幸福度ランキングアップ 《茶室編》

［南山大学］

安田 文吉　南山大学名誉教授

芸処名古屋と南山大学茶室の顛末

南
山
大
学
に
は
２
棟
の
茶
室
が
あ

る
。
１
棟
は
横
井
也
有
由
縁
の
「
也

有
の
席
」、
も
う
１
棟
は
旧
名
古
屋

茶
道
ク
ラ
ブ
の
「
方
寸
庵
」。
こ
の

２
棟
は
、
南
山
大
学
が
名
古
屋
市
昭

和
区
五
軒
家
町
の
杁
中
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
同
区
山
里
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

し
た
際
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。
新

キ
ャ
ン
パ
ス
は
名
古
屋
の
東
山
地
区

と
言
わ
れ
る
丘
陵
地
の
一
角
に
あ
り
、

そ
の
斜
面
の
緩
や
か
な
勾
配
を
利
用

し
て
建
て
ら
れ
た
。
併
せ
て
、
灌
木

の
雑
木
林
を
整
備
し
て
、
茶
室
の
庭

に
似
つ
か
わ
し
い
よ
う
に
、
垣
根
を

作
り
、
飛
石
や
燈
籠
を
配
し
た
。

尾
張
名
古
屋
は
芸
処
。
種
々
多
彩

な
芸
能
が
盛
ん
で
あ
る
。
茶
道
も
そ

の
一
つ
だ
が
、
名
古
屋
の
抹
茶
文
化

は
日
本
一
と
言
わ
れ
る
。
富
裕
層
ば

か
り
で
な
く
、
庶
民
の
間
に
も
深
く

広
く
浸
透
し
て
い
る
。
当
地
で
は
午
前
10
時
と
午
後
３
時
に
抹
茶

タ
イ
ム
が
あ
り
、
こ
の
時
間
に
な
る
と
近
所
の
人
が
集
ま
っ
て
き

て
、
抹
茶
を
飲
ん
で
団
欒
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
饅
頭
の

生
産
高
も
日
本
一
だ
そ
う
だ
。

そ
も
そ
も
名
古
屋
の
町
は
、
徳
川
家
康
が
清
須
か
ら
お
城
を
名

古
屋
に
移
し
、
碁
盤
割
の
城
下
町
を
作
っ
た
（
所
謂
「
清
須
越
」

で
あ
る
）。
武
家
は
勿
論
寺
社
も
商
家
も
こ
こ
に
移
し
、
尾
張
藩
の

拠
点
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
京
の
町
の
影
響
を
受
け
て
、

武
士
も
町
人
も
共
に
活
動
す
る
賑
や
か
な
町
と
な
っ
た
。

江
戸
時
代
、
能
楽
と
茶
道
は
武
家
の
嗜
み
で
あ
っ
た
。
尾
張
藩

で
も
、
織
田
信
長
の
弟
有
楽
斎
の
創
流
し
た
茶
道
の
流
派
・
有
楽

流
を
藩
の
流
義
と
し
て
盛
ん
に
行
っ
た
。
武
士
だ
け
で
な
く
町
人

の
間
に
も
広
が
る
と
、宗
和
流
の
中
島
正
員
、千
家
流
の
町
田
秋
波

ら
が
京
都
か
ら
名
古
屋
に
下
り
、
富
裕
な
町
人
に
広
め
た
。
さ
ら

に
、
名
古
屋
の
大
商
人
伊
藤
治
郎
左
衛
門
（
松
坂
屋
の
祖
）
や
高

田
太
郎
庵
ら
が
京
に
上
り
、
作
法
を
修
め
て
名
古
屋
に
帰
り
、
諸

流
の
「
茶
の
湯
」
を
流
行
さ
せ
た
。
そ
の
中
で
、
千
家
流
原
叟
の

門
人
松
尾
宗
二
は
、
名
古
屋
に
下
っ
て
松
尾
流
を
興
し
た
。
こ
の

子
孫
が
南
山
大
学
へ
茶
室
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
る
。
松
尾
流
は

今
も
名
古
屋
で
は
最
大
の
流
派
で
あ
る
。

や

う 

ら
く
さ
い

げ
ん
そ
う

ゆ
う

ほ
う
す
ん
あ
ん

き
よ 

す 

ご
し

な
か
し
ま 

ま
さ
か
ず

ま
ち 

だ 

し
ゅ
う 

は 
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横
井
也
有
は
尾
張
藩
士
で
、
初
め
、
七
代
藩
主
名
君
徳
川
宗
春
公

に
仕
え
た
。
１
６
９
６
（
元
禄
９
）
年
生
ま
れ
の
宗
春
の
６
歳
年
下
。

禄
高
は
千
五
百
石
。
１
７
４
１
（
寛
保
元
）
年
尾
張
藩
大
番
頭
兼
用

人
と
な
り
、
後
に
は
寺
社
奉
行
を
も
兼
ね
た
。
也
有
は
号
、
本
名
横

井
孫
右
衛
門
。
俳
諧
、
詩
歌
、
狂
歌
、
謡
曲
、
書
画
、
平
家
（
平
曲
）

琵
琶
等
、
文
学
・
芸
能
に
堪
能
で
、
平
曲
（
平
家
琵
琶
）
の
奏
者
と

し
て
は
、
専
業
の
盲
人
に
劣
ら
な
い
腕
前
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
俳
諧
に
も
優
れ
、
そ
の
俳
文
書
「
鶉
衣
」
は
大
田
南
畝
に
よ
っ

て
、
也
有
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
宗
春
治
下
の
名
古
屋
で
は
、
経
済

活
動
が
活
性
化
し
、
武
士
も
町
人
も
農
民
も
豊
か
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
文
芸
活
動
も
茶
道
も
隆
盛
を
極
め
た
と
思
わ
れ
る
。

茶
室
「
也
有
の
席
」
は
、
也
有
の
門
弟
の
俳
人
「
宮
地
幽
篁
由

縁
の
書
斎
」
と
い
わ
れ
、
時
代
を
経
て
、
東
区
長
塀
町
の
土
井
国

丸
氏
の
邸
内
に
移
さ
れ
、「
木
菟
庵
」
と
称
さ
れ
た（『N

A
N

ZA
N

　

U
N

IV
ERSITY BU

LLETIN

』
１
９
６
７・１・９
）。「
茶
室
建

設
資
金
募
集
趣
意
書
」
に
は
「
…
…
横
井
也
有
の
住
ん
で
お
ら
れ

た
『
也
有
の
席
』」
と
あ
る
。

一
方
「
方
寸
庵
」
と
は
、
元
々
千
利
休
の
師
武
野
紹
鴎
の
子
で
、

秀
頼
に
仕
え
た
者
の
号
。
そ
の
名
を
継
ぐ
こ
の
茶
室
は
、
尾
張
茶

道
と
縁
が
深
い
。
紹
鴎
の
孫
瀧
新
右
衛
門
は
織
田
有
楽
斎
・
尾
張

初
代
藩
主
徳
川
義
直
に
仕
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
棟
は
名
古
屋
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
世
帯
に
広
め

る
の
に
恰
好
の
施
設
と
し
て
、
次
世
代
へ
残
し
て
い
く
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
移
築
再
建
の
際
の
趣
意
書
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。「
南
山
学
園
創
立
母
体
の
神
言
会
創
立
九
〇
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
在
学
生
修
得
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
国
際
親
善
の
場
と
し
て
活
用
す
る
べ
く
、
諸
外
国
か
ら
来
訪

さ
れ
る
多
く
の
人
々
に
、
こ
の
茶
室
を
通
し
て
、
日
本
人
の
美
し

い
心
境
が
広
く
海
外
に
伝
え
ら
れ
る
様
に
、
二
棟
を
移
築
・
再
建

す
る
の
で
、
ご
援
助
を
お
願
い
す
る
」。
発
起
人
は
、
南
山
大
学
友

の
会
会
長
松
尾
宗
吾
氏
、
同
副
会
長
髙
橋
半
治
郎
氏
、
南
山
大
学

後
援
会
会
長
平
松
茂
禧
氏
の
３
名
。
因
み
に
松
尾
宗
吾
氏
は
現
松

尾
流
家
元
松
尾
宗
典
氏
の
祖
父
だ
。

そ
の
結
果
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
完
成
し
、
釜
を
か
け
て
客

を
招
い
た
の
は
同
年
６
月
４
日
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
松
尾
・
表
千
家
・

裏
千
家
流
の
３
流
派
の
ク
ラ
ブ
が
こ
こ
で
修
業
し
、
毎
年
12
月
に
は
、

南
山
な
ら
で
は
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
茶
会
」
を
催
し
て
い
る
。

再
建
後
、
白
蟻
の
被
害
で
２
度
の
大
修
理
が
必
要
だ
っ
た
が
、
現

在
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
整
備
の
時
に
庭
園
も
整
備
さ
れ
、
伝
統

文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
ま
す
ま
す
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

う
ず
ら
ご
ろ
も

じ
ょ
う
お
う

お
お 

た 

な
ん 

ぽ 

み
や 

ち
ゆ
う
こ
う
ゆ

か
り

み
み
ず
く
あ
ん
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横
井
也
有
は
尾
張
藩
士
で
、
初
め
、
七
代
藩
主
名
君
徳
川
宗
春
公

に
仕
え
た
。
１
６
９
６
（
元
禄
９
）
年
生
ま
れ
の
宗
春
の
６
歳
年
下
。

禄
高
は
千
五
百
石
。
１
７
４
１
（
寛
保
元
）
年
尾
張
藩
大
番
頭
兼
用

人
と
な
り
、
後
に
は
寺
社
奉
行
を
も
兼
ね
た
。
也
有
は
号
、
本
名
横

井
孫
右
衛
門
。
俳
諧
、
詩
歌
、
狂
歌
、
謡
曲
、
書
画
、
平
家
（
平
曲
）

琵
琶
等
、
文
学
・
芸
能
に
堪
能
で
、
平
曲
（
平
家
琵
琶
）
の
奏
者
と

し
て
は
、
専
業
の
盲
人
に
劣
ら
な
い
腕
前
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
俳
諧
に
も
優
れ
、
そ
の
俳
文
書
「
鶉
衣
」
は
大
田
南
畝
に
よ
っ

て
、
也
有
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
宗
春
治
下
の
名
古
屋
で
は
、
経
済

活
動
が
活
性
化
し
、
武
士
も
町
人
も
農
民
も
豊
か
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
文
芸
活
動
も
茶
道
も
隆
盛
を
極
め
た
と
思
わ
れ
る
。

茶
室
「
也
有
の
席
」
は
、
也
有
の
門
弟
の
俳
人
「
宮
地
幽
篁
由

縁
の
書
斎
」
と
い
わ
れ
、
時
代
を
経
て
、
東
区
長
塀
町
の
土
井
国

丸
氏
の
邸
内
に
移
さ
れ
、「
木
菟
庵
」
と
称
さ
れ
た（『N

A
N

ZA
N

　

U
N

IV
ERSITY BU

LLETIN

』
１
９
６
７・１・９
）。「
茶
室
建

設
資
金
募
集
趣
意
書
」
に
は
「
…
…
横
井
也
有
の
住
ん
で
お
ら
れ

た
『
也
有
の
席
』」
と
あ
る
。

一
方
「
方
寸
庵
」
と
は
、
元
々
千
利
休
の
師
武
野
紹
鴎
の
子
で
、

秀
頼
に
仕
え
た
者
の
号
。
そ
の
名
を
継
ぐ
こ
の
茶
室
は
、
尾
張
茶

道
と
縁
が
深
い
。
紹
鴎
の
孫
瀧
新
右
衛
門
は
織
田
有
楽
斎
・
尾
張

初
代
藩
主
徳
川
義
直
に
仕
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
棟
は
名
古
屋
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
世
帯
に
広
め

る
の
に
恰
好
の
施
設
と
し
て
、
次
世
代
へ
残
し
て
い
く
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
移
築
再
建
の
際
の
趣
意
書
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。「
南
山
学
園
創
立
母
体
の
神
言
会
創
立
九
〇
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
在
学
生
修
得
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
国
際
親
善
の
場
と
し
て
活
用
す
る
べ
く
、
諸
外
国
か
ら
来
訪

さ
れ
る
多
く
の
人
々
に
、
こ
の
茶
室
を
通
し
て
、
日
本
人
の
美
し

い
心
境
が
広
く
海
外
に
伝
え
ら
れ
る
様
に
、
二
棟
を
移
築
・
再
建

す
る
の
で
、
ご
援
助
を
お
願
い
す
る
」。
発
起
人
は
、
南
山
大
学
友

の
会
会
長
松
尾
宗
吾
氏
、
同
副
会
長
髙
橋
半
治
郎
氏
、
南
山
大
学

後
援
会
会
長
平
松
茂
禧
氏
の
３
名
。
因
み
に
松
尾
宗
吾
氏
は
現
松

尾
流
家
元
松
尾
宗
典
氏
の
祖
父
だ
。

そ
の
結
果
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
完
成
し
、
釜
を
か
け
て
客

を
招
い
た
の
は
同
年
６
月
４
日
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
松
尾
・
表
千
家
・

裏
千
家
流
の
３
流
派
の
ク
ラ
ブ
が
こ
こ
で
修
業
し
、
毎
年
12
月
に
は
、

南
山
な
ら
で
は
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
茶
会
」
を
催
し
て
い
る
。

再
建
後
、
白
蟻
の
被
害
で
２
度
の
大
修
理
が
必
要
だ
っ
た
が
、
現

在
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
整
備
の
時
に
庭
園
も
整
備
さ
れ
、
伝
統

文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
ま
す
ま
す
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

う
ず
ら
ご
ろ
も

じ
ょ
う
お
う

お
お 

た 

な
ん 

ぽ 

み
や 

ち
ゆ
う
こ
う
ゆ

か
り

み
み
ず
く
あ
ん
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